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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
〈祈りのために〉
 弟子たちはこれを見て、憤慨して言った。「なぜ、こんな無駄遣いをするのか。高く売って、貧しい人々に施すことができたのに。」イエスはこれを知って言われた。「なぜこの人を困らせるのか。わたしに良いことをしてくれたのだ。……」マタイ26：8-10

主イエスがベタニヤのシモンの家におられたときのことです。一人の女がきわめて高価な香油を主イエスの頭に注ぎかけました。それを見た弟子たちはその女に対して、「何故無駄づかいをするのか、高価な香油を売ってその分を貧しい人々へ施した方がどんなによいか」と非難しました。ところが主イエスは弟子たちの非難をとどめ、「この人はわたしの葬りの準備をしてくれているのだ、そしてこの人のしたことは福音の宣べ伝えられるところでは記念として語り伝えられるであろう」と、この女のしたことを良いことして評価されました。すべてのことをわきにおいて、この女の人の関心、奉仕は、主イエスにのみ向けられました。確かに何よりも神を第一とすること、このことは私たちにも求められていることであり、必然的なものです。しかし、同時に次の点を考えなくてはならないことに気づかされます。それはこの高価な香油を注ぎかけた女の出来事のすぐ前のマタイによる福音書２５章において、主がこういわれているということです。「はっきり言っておく、わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にしたのは、わたしにしてくれたことなのである。」と。ここで分かることは苦しみと抑圧の中にある社会の現実に向き合い、隣人となっていくことを主は要求されているということです。私たちは福音を聞くことによって、信仰者として生きて行く自分自身に問いが生まれます。神にのみ関心をよせ、社会の問題に無関心のまま過ごすのではなく、福音にあずかればこそ、人々と向き合っているかどうかが自分自身に問われてくるのです。神に愛され、神を愛することは人を愛することへと繋がっていくのです。救い主に対する直接的な愛と隣人を愛することを通しての主への間接的な愛とを分けることはできないのです。しかし、社会の問題に自分を駆り立てて行ったからといって、そこに最終的な解決や答えがあるという事ではありません。究極の答えは福音にあるのです。福音の本質、わたしたちを罪から贖われたキリストを指し示すことに答えはあるのです。
（祈り）父なる神様。御名をあがめます。どうぞ、社会の出来事、人々に対して無関心であることなく、隣人となることができますよう私たちを強めお遣わしください。
栗田英昭 (多摩ニュータウン永山伝道所牧師、大会靖国神社問題特別委員会委員長)
靖国問題の告白的事態
山口俊夫(小平教会長老 大会靖国問題特別委員会委員）
私が東京都内のある大学に赴任したのは1968年の9月であった。実習が付いたコースを二科目も担当することになりそのための準備は並大抵のことではなかったことを覚えている。この間にも自由民主党は靖国神社を国家で護持しようとする準備をしていて、日本キリスト教会を含む、諸教会やキリスト教関係の団体は大きな衝撃を受けた。しかも、彼らはその法案を一度ならず執念深く国会に提出したことを思い出す。このことでだれでもが直感的に考えたことは、戦後新しく制定された憲法が保証している信教の自由が反古にされ、過去の悪夢が甦ってくるのではないかということであった。私も教会から配布された青地に白で書かれた『靖国神社国家護持反対』のポスターを軽乗用車の窓に貼って町を走り回っていた。またあるときは数寄屋橋公園に張ったテントの中でハンガーストライキを続けていた渡辺信夫先生のサポーターの一人として夜を明かしたこともあった。

これらのことを思いながら当時の教会はどのようにこの事態を理解し行動していたかを知ろうとして『日本キリスト教会50年史』Ⅲ-4 改革教会の信仰の確認　(2) 靖国問題を読んだ。ここには戦後まもなくして、一部の人たちによる靖国神社国家護持運動が始まったことから自民党が国会にその法案を提出する経過と、それに反対するキリスト教会側の応答を含めた日本キリスト教会の活動と運動の神学が詳しく紹介されている。最初の運動組織体は大会常置委員会の下に置かれてあったが、1969年に法案が国会に提出されたのをきっかけにその役割は大会靖国問題特別委員会へ引き継がれ、今日に至っている。靖国問題の運動は限られた委員会の活動だけではなく、各中会から独自に繰り広げていたこともあり、教会員全体の運動であった。そして、この運動の根拠は私たちの救い主イエス・キリストは教会の主であり、創られたものすべての主でもある。神の恵みの主権を損なうことには立ち向かって警告を与えなければならないということである。まさに、これは告白的事態の中の活動であると。靖国問題に関わってきたなかで教会は教会と国家に関する神学的な検討を行うことの必要性を確認し、そのための特別委員をあげ、その報告を大会に提出することを求めた。その報告書は1983年の大会で承認され、「現代日本の状況における教会と国家に関する指針」と題する声明文が発表された。

今までの教会の活動や声明文を通して私達は現在でも主に仕える基本的な重要な課題が何であるかを知ることが出来る。
自由民主党の安倍晋三総裁は日本を取り戻すと宣言し現在の首相についた。その意味するところが何であるかによって告白的事態(Status Confessionis)はこれからも継続することになるであろう。
12月26日の安倍首相靖国神社参拝の抗議声明
（日本キリスト教会大会靖国神社問題特別委員会、北海道中会ヤスクニ・社会問題委員会、九州中会ヤスクニ問題特別委員会）

内閣総理大臣　安倍晋三様
靖国神社参拝に対する抗議声明
　　　　　　　　　日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会委員長　栗田英昭
わたしたち日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会は、あなたが12月26日に靖国神社に参拝したことに対し、厳重に抗議いたします。

そもそも一国の総理大臣が特定の宗教の施設で参拝することは、その宗教に肩入れすることになります。あなたが日本国憲法20条３項で言うところの「国及びその機関は、宗教教育その他いかなる宗教活動もしてはならない」と定めた、政教分離の原則を知らないはずはありません。言うまでも無く政教分離の原則は近代国家が歴史を通して獲得した普遍的な基本的人権の一つです。日本政府を代表する立場にあるあなたは、神社でも寺でも、またキリスト教会であっても、参拝したり礼拝したりすることは憲法で禁じられているのです。

さらに靖国神社は265万あまりの戦没者と共に、Ａ級戦犯14人をも「神」として祀っているところから、参拝は国内、国外に重大な問題を引き起こします。あなたは参拝直後の談話の中で「日本は、二度と戦争を起こしてはならない。私は、過去への痛切な反省の上に立って、そう考えています」と言われましたが、どこに過去への痛切な反省があるのでしょうか。これは参拝の行為とは明らかに矛盾するものです。参拝することによって、先の大戦を引き起こしたＡ級戦犯を免罪にすることになります。また死んだ兵士たちを顕彰することで、彼らを戦場に駈りたて、死なせてしまった当時の政府の責任を無いものとします。その行き着くところは、国民に向かって、「今度戦争が起きたら、英霊に続いて、戦え」と言っていることと変わりありません。

安倍首相、今回あなたは「靖国神社に合祀されない国内、及び諸外国の人々を慰霊する」とされる鎮霊社にも参拝しましたが、このようなごまかしは通用しません。鎮霊社の役割が慰霊であるとされているのに対し、靖国神社の役割は慰霊と共に顕彰にあるからです。

だから参拝は、不戦の誓いとなるはずがなく、幾多の戦争遺族をほんとうに慰めることにはなりません。

2000万人といわれる戦争犠牲者を出したアジア諸国が憤激するのは当然です。国際社会は、あなたの行為を深い憂慮をもって見つめています。

　私たちは、政教分離の原則を堅持し、日本が二度と戦争をしない、真実の意味での平和国家になることを求める立場から、改めて総理大臣の靖国神社参拝に反対し、今回のことを国内外に向かって謝罪し、これ以上靖国神社への関与をくり返さないよう強く要請いたします。
2013年12月27日
内閣総理大臣　安倍　晋三様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　「宗教法人靖国神社への参拝に抗議する」
日本キリスト教会北海道中会ヤスクニ・社会問題委員会委員長　古賀　清敬
　貴職が本日、靖国神社に参拝したことは、憲法を遵守すべき立場を逸脱した故意の不法行為であり、断じて許されることではない。
　「国のために犠牲になった方々に哀悼の誠を示すのは当然」との理屈を、植民地支配と侵略戦争によって不公正な巨万の富を築いた人々の子孫の一人である貴職が主張することは、国民を犠牲にした先祖の罪を覆い隠そうとする欺瞞的な行為である。そのように先祖の罪悪を正当化するばかりか、さらに新たな富国強兵の統制経済によって財閥にのみ奉仕しようとする政策の一環として、かつての国家神道をも復活させようという間違った意図に対して、我々は断固として抗議の意を表明する。　以上。
２０１３年１２月２６日
内閣総理大臣　安倍晋三様
「内閣総理大臣の靖国参拝を断固として抗議する」
日本キリスト教会九州中会ヤスクニ問題特別委員会委員長　島田善次
　12月26日、貴職は突如靖国神社を参拝しました。この参拝によって中国や韓国などとの外交関係を悪化させ、アメリカも懸念を示しており、政府内やマスコミでも「靖国参拝見送りの公算」と言われていたなかでの参拝です。
　貴職は「国のために戦い、尊い命を犠牲にされた御英霊に哀悼の誠を捧げて尊崇の念を表して冥福を祈り、また靖国神社に合祀されない国内及び諸外国の人々を慰霊する鎮霊社にも参拝し、不戦の誓いを堅持していく決意を新たにした」と語っているが、そもそも靖国神社は、かつての戦争を「聖戦」として賛美し、その戦争での死者を「英霊」として褒め称える神社です。1978年のＡ級戦犯の合祀は東京裁判を根底から否定するもので、そのＡ級戦犯を含む戦争の死者をまるごと「日本のために尊い命を犠牲にされたご英霊」とすることは、侵略戦争と植民地支配責任を公然と否認することにほかなりません。「鎮霊社」の参拝は、その「社」の性格から見るならば、国民を愚弄する芝居に過ぎません。
また、首相が「一宗教法人」たる靖国神社に参拝する行為は、国家の宗教との関わりを禁じた憲法の政教分離規定に反する行為です。この10月にも安倍首相は伊勢遷宮の儀式に出席しました。これらは、解釈改憲によって実質的な改憲を積み重ねている現在的な憲法破壊行為の一環です。
　貴職は靖国違憲訴訟をはじめとする、積み重ねられてきた靖国批判の声、アジア諸国からの怒りの抗議の声に耳を傾けるべきです。
私たちは断固として抗議の意を表明します。　　　　　　　　　　2013年１２月２７日
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※「鎮霊社」には聖域と俗域を区別する鳥居がなく、靖国神社とは別格のもの。靖国神社への批判を封じるため、靖国神社に合祀できない人々を祀ろうとひそかに建立したもの。天皇に殉じて死ぬと「英霊」とするが、その他の戦没者は「英霊」でないとする。日本や諸外国の戦争犠牲者は「鎮霊社」に祀られ、「崇める英霊」と区別した「慰める対象」になるという。
